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（
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四
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ｙ
　
．
ｊ
ぃ
∵
パ
ン
ダ
ル
　
ｙ
中
心
こ
、
了
子
に
い
け
。
り
　
る
法
務
絢
い
哨
。
ド
価
、
日
時
本
山
に
於
け
る
ア
ジ
ア
民
衆
に
対
す
る
攻
勢
一

　
　
　
　
　
　
し
。
レ
ー
。
。
揃
。
し
ヅ
ド
。
≒
し
に
じ
妁
’
。
極
印
、
ボ
湘
嘴
　
ぺ
多
岐
に
浚
っ
て
い
る
。
こ
の
日
帝
の
攻
撃
に
対
し
て
朝
鮮
早
島
に
於
い
Ｉ

　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
’
、
－
べ
し
Ｉ
。
‘
ご
ヅ
二
二
八
、
‐
励
四
　
で
べ
伺
郭
力
勁
党
男
ｈ
回
大
邱
陀
ら
れ
る
。
祖
国
統
ブ
ヘ
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勅
令

１
’
　
・
‘
。
』
ぷ
し
ご
じ
‥
’
。
‥
‐
『
ん
ご
こ
号
。
偏
せ
か
・
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’
｀
ま
惣
南
部
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鮮
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一
泊
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に
り
り
れ
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士
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ご
り
し
ぺ
ち
・
兄
1
‐
り
わ
Ｉ
Ｉ
呼
ひ
か
け
こ
し
て
、
じ
一
年
。
五
月
、
朴
三
一
阻
止
闘
争
へ
と
上
向
し
つ
つ
あ

　
　
一
　
・
’
ｔ
｀
ご
二
”
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・
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心
仏
パ
…
…
…
・
゜
’
‐
｀
゛
’
心
一
一
｀
‘
’
ｊ
ａ
一
二
り
代
勢
か
あ
る
。
本
紙
は
、
こ
の
拭
勢
り
特
徴
を
提
起
す
る
と
と
も
に
。
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図
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対
４
＝
人
７
闘
争
い
石
干
い
総
括
そ
提
起
し
た
。
Λ
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・
取
材
部
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反米救国を綱領とする

鮮
　
人
　
民
Ｉ

　
福
岡
県
田
川
Ｊ
Ｏ
市
長
坂
田
九
申
口

一

氏
は
、
目
帝
勾
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
一

疋
、
そ
し
べ
そ
い
朝
鮮
人
民
へ
的
限

一
「
韓
国
弊
」
か
ら
剔
鮮
轜
へ
の
国
帰
省

き
換
・
・
べ
に
ふ
み
き
っ
で
い
っ
た
の
で
あ

っ
≒
我
々
は
こ
○
よ
う
な
日
帝
り
朝

に
同
一
核
心
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
法
務
省
は
福
岡
県

知
が
、
亀
井
光
に
鰐
し
・
如
正
述
は
か
十

三
も
の
．
l
n
Q
i
4
j

r
l
l
i
l
」
に
訂
正

す
る
こ
と
。
・
前
期
十
四
名
に
対
し
、

訂
疋
は
祠
ま
り
で
あ
る
旨
文
瘍
で
通
知

す
φ
こ
と
も
に
、
登
録
証
明
書
の
提
出

を
求
め
て
国
糊
欄
の
記
載
を
r
l
a
」

と
訂
正
す
る
こ
と
を
指
示
し
、
命
令

に
従
わ
な
い
嚇
ａ
に
は
、
地
方
自
白
法

に
定
め
る
推
重
を
と
ら
ざ
る
を
博
な
い

Ｊ
Ｓ
ｂ
遡
・
汲
ら
れ
る
の
で
留
意
あ
り
た

い
と
い
公
文
潜
を
提
出
し
「
韓
国
籍
に

へ
の
訂
に
を
田
川
市
侵
に
提
起
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
ｔ
一
月
十
づ
一
日
に
は
福

-

り
な
い
浅
一
の
Ｉ
Ｍ
史
り
申
に
自
ら
が
俘
．
岡
ほ
当
Ｑ
が
、
ぬ
隨
省
通
達
に
従
わ
な

俑
し
、
そ
�
・
堕
史
り
一
絹
を
狙
い
只
ど
か
っ
と
こ
と
を
理
由
に
、
法
務
省
の
意

け
で
さ
勺
」
い
う
こ
と
に
・
μ
す
る
反
省
．
一
を
受
け
、
池
方
目
丿
凶
一
四
六
条
に
も

ど
し
て
、
ハ
雨
冒
冶
体
に
光
が
け
で
こ
句
く
靫
務
執
行
命
令
を
出
す
に
至
っ

- －

て
い
る
Ｑ

　
さ
ら
に
は
、
朝
鮮
粉
取
得
疸
に
対
し

ｙ
ｌ
ｉ
ｉ
Ｓ
ｒ

ｇ
Ｍ
Ｉ
険
○
適
用
不

許
可
の
通
達
な
と
か
、
練
馬
区
な
と
を

甲
￥
じ
て
、
露
骨
な
国
家
権
カ
ー
法

ａ
省
か
ら
り
弾
圧
が
、
生
臨
検
へ
ま
で

介
入
し
、
苛
酷
な
生
后
を
強
い
て
き
て

い
る
。
ま
な
、
朝
鮮
大
学
椅
コ
高
校
に

三
十
五
名
の
人
々
に
対
し
、
朝
鮮
国
籍

へ
の
書
声
換
え
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
な
、
一
昨
年
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
創
建
Ｊ
Ｕ
周
年
記
念
行
事
に
参

加
し
よ
う
と
し
て
再
入
国
を
許
可
さ
れ

な
か
っ
た
在
日
朝
鮮
人
祝
賀
団
の
許
南

喘
団
侵
ら
十
二
人
が
不
許
可
取
騎
し
処

分
を
求
め
た
行
政
訴
訟
に
つ
い
刄
十

月
十
六
日
り
最
高
政
（
草
鹿
政
利
畏
）

は
「
画
一
省
の
国
益
に
そ
ぐ
わ
な
い
」

の
理
由
で
不
許
可
に
な
っ
た
こ
と
を
認

め
、
『
原
判
決
を
破
棄
、
第
一
泰
判
決

を
取
哨
し
祝
貴
会
の
訴
え
を
却
下
す

と
と
り
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た

　
七
月
の
日
「
韓
」
㈲
猷
会
繊
以
降
、

ま
す
ま
す
そ
の
Ｉ
休
化
政
策
の
も
と
に

輛
束
反
華
励
軍
事
構
辿
の
強
叱
を
は
か

り
、
国
内
に
お
い
て
は
入
営
法
再
上
程

「
一
・
国
幣
」
り
佩
髪
を
迫
り
、
在
日
割

鮮
人
民
の
″
単
一
り
祖
国
・
民
旅
形

成
″
と
い
う
革
命
的
闘
い
を
圧
殺
せ
ん

と
企
て
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
日
帝
の
反

緬
励
策
謀
に
対
し
、
単
一
り
祖
国
、
民

族
形
成
の
も
と
に
日
帝
に
全
面
的
に
対

択
せ
ん
と
す
る
在
日
朝
鮮
人
の
闘
い
を

無
条
件
に
防
衛
し
抜
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
使
ら
の

単
一
の
祖
唄
民
疾
形
成
の
た
め
に
闘

吸
反
急
進
主
義
的
潮
流
の
現
実
と
離

れ
た
所
て
の
革
命
論
に
離
縁
状
を
渡
し

て
や
っ
な
。

　
六
月
七
日
の
朝
鮮
高
校
生
に
対
す
る

集
団
暴
行
糾
弾
集
会
を
新
行
委
運
動
・
の

開
始
と
す
る
な
ら
ぱ
、
わ
か
新
行
委
は

文
字
通
り
、
7
0
年
入
管
闘
争
と
共
に
あ

っ
た
の
だ
。
こ
○
圖
の
闘
争
○
中
で
、

わ
れ
わ
れ
か
推
糾
し
た
も
の
は
何
な
り

か
。
・
｛
－
、
わ
れ
わ
れ
は
渠
だ
し
て
、
入

管
闘
争
○
木
質
に
近
づ
き
匈
た
・
○
か
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
り
こ
と
。
を
検
討
す
る
中

か
e
M
Q
9
1
1
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1
Q
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t
g
な

概陣陳Ｔﾘkう‥ち､たす

朝鮮労働党第５回大会で

変
え
ｙ
爾
Ｉ
鮮
ん
民
自
身
の
昔

の
革
自
と
統
Σ
い
う
こ
と
を
打
ち
出

「
南
朝
鮮
の
革
命
は
全
朝
鮮
革
命
の
Ｉ
独
政
旁
く
つ
が
え
し
て
先
�
リ
こ
会

11

－11

族
は
、
ヨ
八
度
緩
を
は
さ
ん
で
祖
国
を

南
北
に
分
断
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て

い
っ
た
。

　
し
か
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ

力
帝
国
主
義
の
支
配
体
制
か
、
ベ
ト
ナ
ー

ム
戦
争
○
前
進
に
よ
り
、
崩
壊
○
一
途

を
た
ど
る
と
い
う
現
在
の
情
勢
に
あ

、っ

一

刄
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
、
粉
鮮
民
族

の
祖
国
統
一
と
い
う
悲
願
か
、
一
姉
、

一

強
ま
り
、
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
｀

こ
と
仮
こ
り
朝
鮮
労
働
党
第
五
回
大

・
会
に
見
る
こ
と
か
出
来
る
。

　
こ
の
よ
う
な
肩
勢
に
あ
っ
て
、
入
営

支
配
体
制
か
課
せ
ら
れ
て
い
る
日
帝
本

土
の
朝
鮮
人
も
、
「
韓
凶
」
籍
か
ら
朝

鮮
籍
へ
○
書
き
替
え
な
ど
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
祖
国
の
統
一
に
向
け
て
一
い
抜

い
て
い
る
。

こ
の
様
な
状
勢
の
中
に
あ
っ
て
伺
出
さ

れ
ち

　
全
日
成
総
秘
審
○
党
中
央
委
員
会
固

・
勅
総
括
は
、
し
か
し
な
か
ら
、
一
国
社

会
主
義
建
設
に
向
け
平
和
共
存
路
線
の

方
向
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
、

今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命

の
進
庚
は
朝
鮮
労
働
党
を
ど
の
様
に
動

か
す
の
か
庄
目
す
べ
き
で
あ
ろ
ろ
。

　
な
お
大
会
に
「
お
け
る
南
朝
鮮
革
命

と
祖
国
統
一
の
た
め
に
」
と
い
う
報
告

の
Ｉ
Ｓ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一 一 － - － - - 一 一

制
度
を
衝
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
。
へ
溺

朝
鮮
社
会
の
民
主
主
義
岡
辺
回
ハ
・
六
ら

と
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
惑
‐
９
ぶ
同
旨
．
ｃ

す
ぺ
て
り
権
力
を
に
き
。
で
、
≒
≒
兄

上
○
支
配
者
で
あ
り
、
南
『
頴
μ
、
ぷ

第
一
の
闘
争
対
象
で
あ
ぃ
ｊ
ｔ
ア
メ

リ
カ
。
治
国
主
一
○
南
朝
鮮
占
哨
と
そ
の

植
民
地
支
配
は
南
朝
鮮
人
民
か
な
め
て

い
る
あ
ら
ゆ
る
不
幸
・
忌
辰
の
根
源
で

あ
り
ま
す
。
南
朝
鮮
か
ら
ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
侵
略
者
を
駆
逐
し
、
そ
り
植
民

地
支
Ｓ
を
粉
砕
す
”
心
こ
と
な
し
に
は
、

南
朝
鮮
人
民
は
こ
ん
に
ち
の
不
幸
な
祠

感
か
ら
ぬ
け
出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

’
９
甫
朝
鮮
り
ひ
と
に
ぎ
り
り
地
主
、

買
弁
μ
本
家
、
反
動
的
官
原
と
も
は
、

ア
メ
リ
カ
噂
国
主
義
老
り
侵
略
政
策
を

忠
実
に
実
行
し
て
お
り
、
か
れ
ら
○
ひ

履
の
も
と
に
南
朝
鮮
人
民
を
抑
圧
し
吋

酷
に
搾
取
し
て
い
ま
す
。

　
南
朝
鮮
革
命
の
原
動
力
は
労
働
者
階

級
と
そ
り
頼
も
し
い
同
盟
者
で
あ
る
ａ

民
を
は
じ
め
み
チ
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

義
者
と
そ
○
手
光
と
も
に
反
対
す
る
悲

參
的
青
年
学
生
、
知
識
人
、
責
凶
的
軍

人
、
一
部
の
愛
国
的
民
族
資
本
家
と
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各

階
層
人
民
の
正
ａ
の
Ｍ
争
で
あ
り
ま

す
。
」

家
権
力
の
弾
圧
、
抑
圧
は
日
々
強
化
さ

れ
、
在
日
個
中
人
民
は
一
層
の
死
旨
○

包
構
に
さ
ら
さ
れ
る
。
日
帝
は
ア
ジ
ア

り
気
配
り
直
々
一
着
々
と
辿
ん
で
い
る
。

口
本
人
溥
哭
平
の
眠
り
の
中
で
、
マ

イ
ホ
ー
ム
あ
る
い
は
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア

ニ
マ
ル
○
夢
を
む
さ
ぽ
り
続
け
る
。

　
怨
み
逗
な
る
帝
国
委
？
画
家
権
カ

支
ｒ
者
を
い
か
に
打
倒
し
よ
う
か
。
脚

力
の
攻
撃
の
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
ま

り
に
非
力
で
あ
り
、
在
日
切
申
人
民
の

�
い
に
応
え
う
る
べ
ぎ
咳
線
を
未
だ
も

っ
て
い
な
い
。
現
在
、
わ
れ
わ
れ
に
間

わ
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
十

粂
駅
闘
争
で
、
「
敵
か
味
ご
と
い
う

確
京
ａ
校
生
の
問
い
に
対
し
、
「
わ
れ

わ
れ
は
朝
鮮
入
の
味
方
だ
」
と
い
い
切

9
Q
t
J
S
j
P
g
y

i
U
W
と

し
て
目
己
否
定
、
剋
去
り
μ
に
対
し
こ

り
ザ
ン
グ
、
『
旨
発
だ
、
糾
弾
だ
』
と

い
う
城
を
い
か
に
脱
し
う
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
面
へ
綬
く
）
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十余年の歳月をかけて完成した待望久しい和佛辞島々

�
覧
條
／
紳
木
信
太
郎
■
著
者
／
朝
倉
季
雄
・
朝
比
奈
眩
・

減
水
昭
太
郎
・
石
井
晴
丁
石
川
宏
・
伊
藤
晃
ｙ
井
村
順
丁

丿
藤
晴
久
・
佐
々
木
明
・
蛉
木
康
司
・
関
美
奈
子
・
高
鳴
武
智

・
戸
張
智
雄
・
冨
永
明
夫
・
新
倉
使
丁
二
宮
フ
サ
・
福
井
芳

男
・
保
苅
瑞
穂
・
丸
山
熊
雄
・
宮
原
信
・
渡
辺
守
章

｜

き

３０００(革)

「
奥
目
剛
」

￥

￥

●
見
出
し
語
数
３
万
７
千
余
（
収
録
一
数
６
万
余
）

●
専
門
語
・
新
語
・
外
来
語
も
豊
富
に
採
録

●
ひ
き
や
す
い
″
か
な
見
出
し
″
●
出
典
の
明

確
な
現
代
フ
ラ
ン
ス
語
訳
●
一
流
の
執
筆
陣

●
豊
富
な
用
例
、
実
用
的
な
付
録

ス

タ
ン
ダ
ー
ド

和
辞

鈴
木
信
太
郎
他
著
　
￥
１
７
０
０
（
革
）
￥
２
０
０

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
佛
和
小
辞
典

ｌゝｙ川でも岡・？
明（でUj’1,･））（水球

）＜体恪申以比づ

良μ秘Ｕ（Ｚ箔学生丿

渠

'？Ｔ・□'!￥,武SC2Sμ･

乙迂灸;叱訂･取り石大

｜

叙大逗j

￥
６
０

會希

　　記UI所宛履歴Ｊをお込り下さい。履歴』審ｌ　

ａの上陸日詳紐御座絡致します。
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力
に
お
し
す
す
め
る
と
同
時
に
、
南
朝

鮮
で
○
革
命
一
争
心
』
い
っ
そ
う
渦
Ｓ
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
報
告
明
Ｍ
に
南
朝
鮮
の
哨
勢
に
は
大

き
な
変
化
か
お
こ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
者
は
南
朝
鮮
を
一
髪
微
睡

的
に
自
己
の
軍
事
侵
略
基
地
に
、
軍
事

的
付
属
物
に
か
・
べ
軍
嘔
フ
ァ
。
シ
″

独
政
に
依
拠
し
て
侵
略
と
靫
争
り
政
策

を
か
つ
て
な
く
強
化
し
ま
し
た
。
一
方

肖
剛
鮮
に
お
け
る
民
族
的
、
お
よ
ひ
階

級
的
矛
一
は
ま
す
ま
す
先
鋭
化
し
、
労

働
者
、
農
民
を
は
じ
め
と
ず
る
広
範
な

人
民
大
衆
の
革
命
的
進
出
か
積
極
化
し

て
お
り
、
し
た
か
っ
て
ア
メ
リ
カ
帝
国

主
義
の
植
民
地
支
配
に
は
よ
り
深
刻
な

危
機
が
っ
く
り
出
さ
れ
ま
し
だ
。
こ
れ

か
、
こ
れ
ま
で
り
南
朝
鮮
に
お
け
る
哺

勢
死
既
り
主
な
総
紹
で
あ
り
ま
す
。

　
南
朝
鮮
革
命
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

一
揖
略
者
に
反
対
す
る
民
族
解
放
革
命

で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

磯
の
手
元
で
あ
る
地
主
、
貿
弁
資
本
家

反
動
的
官
慨
と
か
れ
ら
の
フ
ァ
″
シ
″

的
支
配
に
反
対
す
る
人
民
民
主
主
義
革

命
で
あ
り
馮
ず
。
こ
の
華
商
の
基
本
任

務
は
、
南
朝
鮮
か
ら
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

教
唆
略
勢
力
を
沿
い
出
し
て
そ
の
植
民

均
支
配
を
一
掃
し
、
軍
事
フ
ァ
。
シ
’

民
唇
器
官
民
族
軟
膏
へ
の
攻
撃
を
準

備
し
て
い
る
。
国
籍
書
き
替
λ
闘
争
を

申
心
と
す
今
日
帝
か
ら
り
さ
ま
ざ
ま

り
弾
圧
の
中
で
、
ま
さ
に
、
左
日
割
鮮

人
民
の
死
活
を
か
け
た
日
帝
と
り
圓
い

と
し
て
。
単
一
〇
祖
国
、
民
疾
形
成
’

へ
の
Ｉ
い
が
現
在
、
闘
い
抜
か
れ
て
い

る
○
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｍ
い
に
対
し
、
田
川
市

○
書
き
換
え
実
施
後
、
十
月
二
十
二
日

に
は
英
一
郎
東
京
都
知
事
は
法
一
審
に

対
し
て
、
本
人
の
意
志
を
聘
岨
し
、
朝

鮮
凶
輛
へ
り
醤
き
換
え
を
認
め
る
よ
う

貿
一
し
な
。
ニ
ヤ
三
日
に
は
、
山
形
市

で
全
国
革
新
酋
長
会
臨
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、
法
務
省
の
通
遠
の
撤
回
を
求
め

る
決
議
を
し
、
書
き
換
え
を
実
施
す
る

こ
と
か
一
応
唯
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
印
で
、
十
り
子
四
日
ま
で
に

日
本
各
地
○
二
十
八
市
区
ハ
町
で
五
。
・
白

大
い
な
る
混
沌
よ
り
来
た
り
て

　
　
　
大
い
な
る
過
去
に
去
り
し
も
の

　
わ
れ
わ
れ
は
、
｛
、
全
て
り
感
性
、
就
中
・
日
本
人

民
の
感
性
に
わ
か
全
身
を
以
っ
て
伝
え
ね
ぱ
な
ら

ぬ
。
わ
が
日
本
民
族
は
、
ア
ジ
ア
ヘ
り
″
い
つ
か
米

だ
道
を
″
、
再
ひ
く
り
返
す
の
か
否
な
の
か
／
入
管

闘
争
と
は
ま
き
に
、
日
本
百
年
間
の
ア
ジ
ア
抑
圧
氏

族
と
し
て
り
歴
史
を
、
こ
の
歴
史
の
申
に
形
成
さ
れ

て
き
ぺ
堕
落
、
腐
敗
の
淵
亭
一
さ
迷
う
わ
れ
わ
れ
日

本
人
氏
り
感
性
、
意
識
性
、
凶
Ｍ
平
和
性
の
も
ろ
も

ろ
の
日
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
解
体
し
つ
く
す
こ
と
で

あ
り
、
か
つ
で
雙
簾
た
り
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
刄
そ

し
て
熱
砂
の
中
近
東
で
、
そ
し
て
中
函
米
の
奥
深
く

て
、
限
り
な
い
解
放
へ
の
雄
叫
ひ
を
全
世
界
に
あ
げ

小
４
き
手
に
も
ち
し
銃
口
を
腐
れ
た
る
、
帝
国
主
義

者
と
そ
り
従
縞
者
に
向
け
、
傷
つ
き
倒
れ
て
い
っ
た

多
く
の
戦
士
連
・
０
中
に
、
自
ら
０
感
性
の
故
郷
を
見

い
出
し
、
深
く
反
き
闘
争
を
醐
う
こ
と
な
の
だ
。

　
か
つ
て
、
わ
か
日
本
民
族
か
ア
ジ
ア
て
、
就
中
朝

鮮
、
中
国
で
悦
し
た
良
行
の
数
々
は
荊
し
表
る
こ
と

白
圓
ｕ
ド
］

　
六
月
、
北
部
地
区
実
か
、
朝
鮮
４
校

生
に
対
す
る
右
翼
日
本
人
ａ
校
生
の
集

凶
暴
行
糾
弾
闘
争
を
通
じ
て
呉
休
的
な

行
動
を
開
始
し
て
以
Ｘ
、
今
日
に
至
る

ま
で
わ
れ
わ
れ
は
諸
々
な
経
験
を
得

に
。
わ
れ
わ
れ
新
聞
学
公
も
反
急
砦

圭
一
、
革
命
の
。
鳶
る
日
ま
で
学
習
公
、

ガ
ー
ド
ル
形
式
と
反
ス
タ
を
以
て
粕
萌

咳
略
を
決
定
Ｔ
る
超
観
念
主
義
と
り
闘

い
を
経
越
し
、
こ
の
・
中
で
新
聞
学
会
行

・
幼
委
り
結
成
を
推
ち
以
っ
た
。
こ
の
行

一
妬
委
雇
勣
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
現
実

心
急
咄
主
‐
銭
的
大
衆
闘
争
を
担
う
中
か

一
″
一
乙
財
断

入
門
ぷ
旧

″
硲
萱
超
に
お
Ｈ
Ｊ
Ｕ
Ｈ

フ
ラ
ン
｀
八
語
心
話
し
方
μ
ほ

Ｒ
阿
昌
Ｒ
勁
Ｈ
Ｊ
μ
Ｈ

.①

熱

流

体

の

数

学

リ

こ史

観

ｉ

Ｓ

Ｍ

Ｉ

■

コ

ロ

ナ

社

創

立

50

周

年

記

忿

出

版

。。①　・

磯城　　　鏑
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いl趣　員

計製
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制・　　　谷島
i卸石:諦:勲哲

ｙ油　　　・・
スな恪l星阪

テど　　合本一禰】ｚ４

の装　　胎房応置Ａ稲　・
用エ５葉　沢

を禽こ清　崎
　一六丿　匹恥資お内き

平け／蜀容．
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Ｊ＿　ツ

・Ξ】プ
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　．工

　Ｚ　レ

　　　ク

ｚ　こ
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頴
新
化
学
用
語
辞
典

勁
詰
。
琵
蒜
訂
Ｈ
賢
Ｕ

め
改
稿
新
版
と
し
た
．
最
新
化
学
語
二
三
、
五
〇
〇
路
を
芙
↓
和
／
和
↓
芙
に
配
列
し
的
確
な
一

訳
語
／
解
説
／
化
学
式
ま
た
特
に
カ
ナ
発
奮
を
記
し
た
．
化
学
は
勿
論
広
く
理
学
／
工
学
／
薬
量

学
を
学
ふ
上
で
歌
も
便
い
や
す
い
好
評
辞
典
／
Ｂ
６
判
五
二
八
頁
／
定
価
千
五
頁
円
／
甲
9
0
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴

ヒ
学
ド
イ
タ
語
新
辞
典
橋
本
嘉
ｗ
化
学
ぉ
＆
自
然
な
関
係

イ
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
の
ド
”
・
ツ
肺
２
万
５
千
膳
！
一
翼
円
甲
9
0

ヒ
学
英
語
の
解
穴
研
究
橋
本
・
谷
野
著
化
学
英
文
に
精
通
す
る
例

M
j
'
~
S
g
i
J
4
1
Q

B
七
一
題
に
適
切
な
訳
解
六
曹
円
〒
7
0

化
学
ド
イ
ツ
語
の
解
釈
研
究
ぴ
Ｊ
ａ
銃
器

夜間勤め昼間学ぽぅ

　　　　　　　　に座間勤務も可j
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け
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た

そ
の
「
革
命
す
る
行
邑
へ
り
小
淑

民
的
恐
怖
か
ら
な
の
か
も
知
れ
な

い
。

　
僕
は
去
っ
て
行
く
人
に
い
う
べ
き

・
．
ａ
葉
は
持
だ
な
い
。
だ
が
次
り
言
采

を
送
ろ
う
。

▼
秋
田
明
大
著
「
獄
中
祀
」

『
あ
る
人
は
戦
う
勇
気
を
喪
失
し
て

日
大
か
ら
去
っ
て
い
く
、
去
っ
て
い

く
人
達
に
何
も
い
う
す
べ
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
○
人
の
冴
春
は
そ
れ
で

よ
か
っ
た
の
だ
ろ
や
か
。
そ
し
て
、

君
は
い
ま
ま
で
何
の
為
、
阿
に
も
と

づ
い
て
Ｉ
っ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
を

否
定
し
て
男
一
り
人
生
な
と
あ
り
り

る
だ
ろ
う
か
。

▼
日
大
か
ら
去
っ
て
い
く
全
て
り
学

友
へ
。

　
屈
辱
瘍
、
挫
哲
零
持
っ
て
口
火

か
ら
去
っ
て
い
か
な
い
で
欲
し
い
。

も
し
去
っ
て
い
く
な
ら
、
日
犬
闘
争

を
、
ほ
ん
の
数
時
Ｕ
、
数
日
Ｕ
で
も

自
ｄ
の
良
心
に
、
人
肪
に
従
い
Ｉ

っ
た
と
い
う
誇
り
を
勇
気
を
持
っ
て

い
っ
て
行
っ
て
ぱ
し
い
。
そ
う
す
・
・
心

な
ら
君
の
青
春
は
無
駄
で
は
な
か
っ

た
ろ
う
。
そ
し
て
、
君
・
の
第
二
り
人

生
も
、
君
自
身
か
り
り
開
こ
う
と
す

る
な
ら
、
必
ず
、
君
を
持
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
▼
私
達
は
、
口
大
か
犯

罪
と
肺
の
巣
窟
か
ら
、
汚
ひ
艮
心
と

わ
れ
わ
れ
の
自
由
り
雄
叫
ひ
か
猷
柾

す
る
日
ま
で
一
い
続
け
る
。
む
恣
と

い
つ
か
ま
た
、
ス
ク
ラ
ム
を
絹
む
こ

と
か
あ
る
と
い
う
夥
を
り
じ
つ
兄

▼
入
園
の
・
歴
史
は
、
自
己
変
革
○
歴

史
だ
と
も
い
う
。
私
は
あ
ま
り
こ
れ

を
強
肩
し
た
く
な
い
。
何
故
か
と
い

う
と
、
外
的
状
況
を
無
視
し
だ
自
。
」

変
革
、
現
実
を
す
り
抜
け
た
自
丿
変

弟
に
な
る
危
機
を
、
こ
の
・
。
。
に
に
感

ず
る
か
ら
。
’
Ｃ
あ
る
。
勿
論
、
こ
Ｏ
Ｕ

集
自
体
は
止
し
い
と
思
う
が
。
そ
り

時
、
そ
の
人
は
、
す
で
に
人
圖
と
い

う
き
遍
的
問
嗜
を
回
避
し
、
自
。
」

（
我
）
ご
い
う
闘
鶏
で
し
汀
、
対
処

で
き
な
い
入
間
に
な
り
ー
。
。
大
旨
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ｏ
よ
１
こ
り

を
ほ
ず
。
曳
▼
い
ひ
に
、
芦
徊
に
ぶ

R
そ
リ
人
○
口
才
ら
卯
弓
‐
・
こ

そ
ｏ
。
‥
吸
口
脳
。
昌
け
肖
ど
ぶ
通

川
し
な
い
死
や
に
て
客
改
削
に
は

＆
Ｊ
ｙ
ｙ

４
Ｇ
Ｊ
９
]
％
Ｅ
９

ぃ
｀
露
し
改
ぷ
を
訴
一
一
こ
う
と
‘
ぃ
、
そ

れ
は
、
人
回
心
い
闘
絢
こ
く
し

て
、
１
・
ご
に
、
そ
○
人
万
宇
Λ
ム

く
↓
口
ず
さ
な
い
い
だ
『
こ
心
ぃ
こ

ん
な
人
闘
に
ｄ
こ
り
ご
く
ぺ
い
。

一 一

い
抜
芯
ａ
＆
忿
ａ
い
・
マ
ｓ
在
i
a
人
ａ
の
闘
い
霖
霖
に
む

と
民
主
主
義
」
心
枠
内
に
抑
圧
　
　
　
抜
く
‘
苫
こ
そ
か
、
在
日
朝
鮮
人

分
形
成
し
ｉ
だ
本
土
″

四
い

ご
ｍ

淆
レ
う
６
前
奨
条
件
ぶ
ら
と

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
・
｀
の
解
体
を
か
け
て
、
る
一
歩
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

急
進
主
義
か
ら
の
克
服
と
・

人
管
闘
争
に
対
す
る

　
本
紙
の
私
倚
総
括

　
　
　
－
我
々
は
ど
ご
へ
行
く
の
か
Ｉ
Ｉ

の
で
き
な
い
深
い
怨
恨
を
慧
ら
朝
鮮
、
中
1
4
1
‐

け
に
残
し
た
。
断
わ
っ
て
お
く
か
、
わ
’
？
れ
日
ぷ

人
民
の
良
心
的
な
国
民
か
受
け
た
心
の
傷
辱
問
題
外

な
の
だ
。
し
ょ
せ
ん
は
自
分
０
幼
位
旁
安
全
に
保
て

る
者
だ
け
が
吐
け
る
、
感
動
、
懐
古
に
し
か
す
ぎ
４

い
の
だ
。
軟
ら
E
4
9
1
S
y

l
3
H
1
9
抑

圧
と
分
断
の
暗
癩
の
中
に
生
き
、
″
一
つ
の
氏
族
″

と
し
て
形
成
す
る
こ
と
を
挫
折
さ
廿
尽
れ
た
こ
と
を

見
る
時
、
過
去
堀
征
を
通
じ
て
幾
度
と
な
く
、
解
脈

の
蜂
起
を
あ
げ
そ
り
度
に
敗
北
と
一
切
り
を
な
め
、

な
お
か
つ
屈
せ
ぬ
不
誕
転
り
精
神
を
も
つ
時
、
わ
れ

わ
れ
は
た
だ
た
だ
感
動
を
覚
ゆ
る
の
み
で
あ
る
。
彼

ら
の
中
に
』
落
し
た
自
ら
り
感
性
を
横
郷
せ
ん
と
し

蓼
心
り
’
単
’
一
の
祖
凶
、
民
族
形
成
’
へ
到
ら
ん
と

す
る
鯖
々
り
闘
い
を
無
条
件
に
防
衛
し
、
敗
権
力
Ｏ

忿
ら
に
対
す
る
弾
圧
を
光
一
に
立
７
抒
ち
砕
く
こ

と
を
通
じ
て
し
か
わ
れ
わ
れ
は
校
ら
り
嘩
性
に
追
い

つ
く
こ
と
も
、
池
班
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。

い
。

　
質
的
に
は
ど
う
で
あ
れ
、
と
に
か
く

入
口
闘
争
だ
、
暴
行
糾
弾
闘
争
だ
と
い

う
六
十
年
代
階
級
禰
争
の
ク
ラ
イ
マ
’

ク
ス
に
咲
い
た
戦
騨
的
急
進
主
義
の
延

艮
上
べ
し
か
も
四
｀
民
平
和
性
の
Ｍ
霊

に
の
っ
Ｉ
乞
た
貿
で
Ｉ
か
お
う
と
し
た

賤
７
・
７
集
会
ｕ
日
本
新
左
翼
の
自

已
り
運
動
に
対
す
る
自
信
を
Ｉ
ペ
ん
に

吹
っ
と
ぱ
せ
て
し
ま
っ
た
。
吹
き
と
ば

さ
れ
る
り
を
ｉ
ｊ
Ｊ

ｔ
一
日
、
そ
の
感

じ
も
も
た
な
い
部
分
は
最
早
間
姻
外
で

あ
る
。
抑
圧
民
族
と
し
て
形
成
さ
れ
で

き
な
、
た
と
え
個
人
的
に
は
抑
圧
し
て

い
な
い
と
主
心
的
に
剽
堕
し
て
も
、
客

観
的
に
は
日
本
帝
国
ま
ａ
者
の
ア
ジ
ア

支
配
政
策
○
現
実
的
遂
行
者
と
し
て
位

廬
し
て
い
る
の
べ
わ
れ
わ
れ
か
ア
ジ

ア
入
、
就
中
、
。
明
中
人
民
に
と
っ
刄

総
体
同
に
抑
圧
民
族
と
し
て
ひ
在
し
て

い
る
こ
と
を
外
か
ら
○
告
発
に
よ
っ
て

自
覚
し
た
照
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
わ
か

Ｍ
。
史
・
こ
わ
か
位
ほ
を
目
己
丿
完
す
る
だ

け
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
次
の
段

活
へ
行
く
ま
で
に
は
い
く
ら
ひ
○
時
圖

。
り
Ｉ
浸
し
な
け
れ
ば
な
ら
ａ
か
っ
た
。

　
「
７
・
７
同
ほ
以
降
、
わ
れ
わ
れ
を

篤
か
し
た
も
り
は
、
全
て
を
呑
込
ひ
帝

国
主
四
〇
胃
袋
に
も
似
た
Λ
革
命
眼
Ｖ

ｏ
胃
鏡
で
あ
っ
ぺ
七
・
七
虚
一
橋
嘔

件
三
。
。
一
同
年
、
口
吻
の
ア
ジ
ア
吋
侵
略

阻
止
人
民
大
集
会
以
浸
、
唯
一
、
七
・

七
集
会
か
ら
七
・
一
亙
り
準
備
青
年
闘

争
委
一
会
の
後
楽
寮
か
ら
の
撤
退
に
到

る
過
程
の
中
で
沈
黙
せ
ざ
る
を
え
な
い

哨
況
に
追
い
こ
ま
れ
た
華
僑
青
年
闘
争

委
吋
会
を
の
ぞ
い
て
は
、
な
ん
と
多
く

の
お
し
ゃ
べ
り
が
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う

命
で
り
人
か
ハ
自
己
批
判
Ｖ
刄
ふ
畢

に
夢
中
に
な
り
、
Λ
告
発
Ｖ
や
Λ
糾
弾

Ｖ
を
う
け
る
こ
と
か
Ｉ
植
の
醜
行
と
な

り
、
多
く
の
日
本
人
か
Ａ
哨
耗
Ｖ
す
る

事
」
心
肝
ど
れ
た
。
し
か
し
Λ
哨
耗
Ｖ
す

る
特
権
さ
え
許
さ
れ
な
い
在
日
被
抑
圧

民
族
が
い
た
。
」
（
。
底
流
よ
り
）

　
こ
○
堕
者
○
あ
せ
り
、
日
本
人
に

対
ず
る
い
ら
だ
ち
は
十
・
八
羽
田
闘
争

1
i
i
l
y

E
K
j
U
理
法
案
肖
卜
程
阻

止
、
師
緒
闘
争
時
刻
、
破
防
法
粉
砕
・

敷
軍
瞑
争
胸
利
関
栄
労
字
総
択
起
集
会

へ
の
再
度
の
告
発
と
い
う
形
で
も
っ
て

表
わ
れ
べ

　
我
々
日
本
人
と
政
ら
Ｅ
日
朝
鮮
人
民

と
り
図
に
は
人
管
闘
争
数
年
○
歴
史
で

は
Ｏ
り
越
え
。
心
こ
と
り
で
き
な
い
深
い

鍔
か
甕
て
し
な
く
横
だ
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
ぶ
い
知
ら
さ
れ
た
。
彼
ら

の
鋭
い
、
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
感
性
、
日

々
、
入
賢
Ｕ
争
に
関
係
な
く
入
管
令
、

外
吋
泌
‐
ｆ
Ｏ
人
穴
行
’
以
○
オ
リ
０
申
で

空
中
プ
ラ
ン
コ
り
生
后
を
し
い
ら
れ
て

い
る
彼
ら
○
日
常
、
こ
の
よ
う
な
紋
ら

の
は
り
つ
め
た
状
況
に
対
し
て
、
我
々

日
本
人
の
感
仙
意
識
は
ま
だ
国
民
平

和
性
○
ぬ
る
ま
Ｍ
ひ
ら
脱
け
だ
し
匈
な

（69年11月決鴫）急進主膏からの飛躍を

い
で
い
た
。

　
し
か
し
な
か
ら
、
華
斉
一
の
告
発
と

入
営
闘
争
を
・
拠
し
に
、
自
ら
り
渥
動
体

の
歴
史
を
か
け
て
Ｉ
わ
れ
る
と
す
る
部

分
は
そ
れ
以
降
地
区
実
の
強
化
、
在
日

割
中
人
民
の
日
常
性
へ
、
闘
い
や
よ
り

具
体
性
へ
向
け
ん
と
レ
勺
そ
の
こ
と

が
十
一
・
二
二
Ｕ
米
共
同
声
明
粉
砕
・
’

在
日
嗣
中
人
民
の
無
条
件
の
祖
国
往
来

と
居
住
権
を
１
入
営
法
肖
よ
程
阻
止
！

日
「
韓
」
法
的
地
位
協
定
粉
砕
！
入
ｎ

体
制
粉
砕
／
労
労
市
民
総
決
゛
集
会
に

お
け
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
反
わ
さ
れ

十
条
駅
に
お
け
る
宣
伝
制
圧
、
防
衛
と

い
う
具
体
的
な
任
務
か
提
起
さ
れ
、
国

箱
書
き
換
え
支
持
闘
争
に
お
い
て
区
長

・
団
交
、
署
名
連
動
の
転
回
と
い
う
形
に

な
り
て
表
わ
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
と
て
日
帝
の
在
日
朝

中
人
民
に
対
す
る
弾
。
圧
攻
家
○
嗣
に
は

不
充
分
な
の
べ
板
橋
区
り
所
で
、
一

哨
鮮
り
人
が
北
部
地
区
実
を
担
っ
て
い

る
者
に
対
し
『
君
ら
の
や
っ
て
い
る
こ

と
は
わ
れ
わ
れ
の
利
益
に
な
ら
な
い
、

や
め
て
く
れ
』
煮
吃
た
こ
と
を
わ
れ

わ
れ
は
｀
一
点
お
さ
え
て
お
く
必
要
か
あ

る
だ
ろ
う
。１

段
階
に
き
て
い
る
。
こ
の
運
動
に
お
け

る
構
Ｚ
７

ｍ
ｔ
＝
３
家
極
力
と
目
自

体
田
田
市
、
そ
し
て
在
日
朝
鮮
入
で
あ

り
、
本
質
的
に
は
日
帝
と
在
日
朝
鮮
入

の
澗
い
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
か
田
川
市

の
敗
北
に
終
わ
っ
た
ら
在
日
朝
鮮
人
の

死
活
に
か
か
わ
っ
て
く
る
が
、
田
川
市

は
そ
れ
は
ど
の
痛
手
は
叉
け
な
い
と
い

う
こ
と
か
事
○
本
質
を
捉
起
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
本
以
を
Ｑ
抜

き
、
社
共
を
バ
ｙ
グ
に
訴
訟
を
Ｗ
わ
ん

と
し
て
い
る
田
川
市
に
対
し
て
″
批
判

的
支
持
″
の
立
場
を
と
り
裁
判
闘
争
を

田
川
市
を
勝
利
さ
す
べ
く
吸
助
、
支
持

し
、
肢
ら
か
こ
○
闘
い
を
中
途
半
端
に

終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
積
極
的
に
介
入
し

て
い
く
必
要
か
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
り
こ

と
を
通
じ
る
中
か
・
９
口
帝
ぷ
ｔ
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
○
一
円
性
国
民
平
別
宅

我
を
解
体
で
き
う
る
だ
ろ
う
。

　
総
じ
て
、
わ
が
入
ｓ
闘
い
は
記
居
に

配
運
を
・
。
川
ね
な
か
ら
歩
ん
。
で
。
い
凡
わ

れ
わ
れ
は
、
こ
の
歩
み
い
の
ろ
さ
を
、

容
易
に
質
的
な
飛
躍
と
巡
勤
り
Ｍ
躍
を

哩
ら
取
れ
な
い
こ
と
に
い
ら
だ
ら
を
覚

λ
る
が
、
在
日
司
申
人
民
い
い
ら
だ
ら

は
そ
れ
以
上
で
あ
ろ
う
。



１２）
１２．弓１８日昭和４５年

早
大
新
聞
に
見
る

ー
　
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

れ
わ
れ
は
早
稲
田
大
学
新
聞
］
一
二
五
一
号
ト
ソ

プ
論
文
。
。
i
t
i
i
t
へ
の
お
も
い
あ
が
っ
た
自

己
枇
剃
の
強
Ｉ
・
華
爾
闘
統
一
な
る
反
革
命
的
駄

文
の
う
ち
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
』
？
ま
さ
Ｉ

し
く
杜
台
排
外
主
慨
の
教
科
書
と
９
い
う
べ
き
一
筆
一

徹
底
し
た
日
本
民

表
主
義
の
立
場

　
そ
ｙ
・
で
。
闘
政
則
。
」

ａ
心
よ
づ
」
ご
。

〃 ･ ＆ ～ｒ ● - -

な
．
ｙ
屑
り

．
‘
’
辿
：
ｘ
・
ｙ
｀
、
5
1
g
‘
j
;
g
＝
‐
l
a
1
1

”
1
‐
.
j

が
コ
一
詐
言

万

一
・
、

‘
ヽ

一

一
・
ツ
ぐ
ぃ
り
ぷ
ぃ
ｒ
う
し
賤
し
ツ
ソ
万
引
’
削
z
;
2
1
1
｡
‐
:
:
1
1

1

に
こ
無
口
芦
涛
ご
’
牟
肖
胴
長
今
λ
・
よ
い
　
　
　
　
　

一

‐
で
｀
；
吋
ダ
’
五
シ
パ
ｉ
一
　
‐
‐
‐
汀
ら
暇
吸
一
り
に
ニ
ゴ
こ

づ
れ
ご
八
一
八
Ｊ
れ
？
‐
‐
万
惣
・
軋
り
い
。
ご
｀
。
ｙ
．
ご
れ
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
■
■
ｉ
■
ｊ

‘
‘
”
・
う
‐
Ｅ
／
Ｌ
'
．
‘
Ｌ
．
１
１
Ｄ
ｙ
犬
一
・
．
．
ｙ
ご
ブ
ヱ
ー
二
回
よ
い
な
ド

ー
“
9
‐

‐
J
i
l
i

l
‐
11
1
'
1
＝
1
1
‾
1
1
1
'
1
1

７
六
尺
に
吋
し
ご
言
に
・
ズ
町
リ
．
’
ご
．
］
詣
セ
ホ
痢
い
ゾ
ノ
ム
．
ψ
こ
上
は

回
匹
．
に
同
居
一
心
回
／
’
以
は
八
八
辻
万
一
Ｍ
ｙ
万
口
私
石
級
刺
？
づ
ｙ

れ
こ
如
ぃ
ノ
．
八
万
］
．
ぐ
几

よ
．
ご
引
型
　
示
‐
Ｊ
、
九
ｊ
か
ヅ

－ 、 一 一

● ，

極
左
政
策
の
右
翼
的
酵
母

　
ひ
か
Ｉ
Ｉ
り
び
陽
ち
び
こ
Ｉ
溥
ｓ
の
中
か
り
ひ
ね
９
Ｍ

：

ｌ
ｌ
枇
剰
」
が
そ
こ
に
は
陳
述
さ
れ
て
い
そ

さ
れ
た
ハ
ぎ
見
参
民
族
・
王
我
｀
’
噴
債
の
典
ｉ
Ｏ
Ｑ

：
　
ｔ
ｌ
￥
１
Ｊ
ろ
と
も
に
打
倒
・
粉
砕
さ
れ
る
べ
き

ら
万
り
客
思
を
為
す
も
り
を
あ
く
’
ぶ

乙

も
「
仮
１
・
だ
と
い
い
き
り
、
問
蕎

は
「
そ
れ
ぞ
れ
○
凶
に
お
け
・
り
階
級
○

実
体
的
対
匹
だ
と
い
う
。
そ
の
モ
ザ

イ
ク
的
な
寄
せ
集
め
が
石
野
麟
邱
」

だ
と
い
う
○
で
參
呪

　
周
知
の
よ
う
に
今
氷
涵
文
○
立
射
は

別
代
世
界
り
根
恥
φ
二
。
ふ
ぷ
１
涙
と
ス

ク
ー
リ
ン
忠
義
０
相
互
依
が
と
相
瓦

灰
発
」
と
し
て
知
之
Ｉ
’
心
立
珊
で
あ
る
。

　
レ
ー
ニ
ン
び
指
摘
し
た
帝
哨
ヱ
義
○

本
質
は
ス
タ
ー
リ
ン
ま
義
に
よ
っ
で
ひ

え
ら
れ
た
と
す
る
立
場
で
心
る
。
こ
れ

才

一万

ｙ

ジ
。
ア
ジ
ー
り
た
た
か
い
に
迎
合
し
た

り
で
あ
る
」
（
両
前
）

　
つ
ま
り
民
朕
解
放
鯖
争
と
は
民
族
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
こ
れ
に
迎
合
し
た
ス

タ
ー
リ
ニ
ス
ト
り
や
心
も
の
だ
と
い
う

こ
と
で
め
・
Ｑ
。
植
民
地
人
民
は
帝
国
主

義
上
り
麗
争
な
と
に
は
目
を
む
け
な
い

で
「
よ
ず
も
っ
て
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
と
一
え
」
と
い
う
・
わ
け
尽
ベ
ト
ナ

ム
革
命
を
「
帝
国
主
義
と
ス
タ
！
リ
ン

主
義
り
代
理
戦
争
」
と
把
え
ス
タ
ー
リ

ニ
ス
ト
革
命
と
怒
篤
す
・
・
心
こ
○
諸
君
に

こ
ベ
ス
ク
ー
リ
ン
£
義
．
心
敗
北
し
た
一
い
は
ぱ
一
世
紀
に
な
ろ
う
と
し
で
い
る

で
矢
．
り
．
、
｀
』
≒
．
こ
心
な
い
司
一

ぺ
こ
り
「
相
．
瓦
依
勺
’
」
・
相
互
反
発
」

一

．
’
ｊ
づ
い
．
’
万
作
４
刄
ｊ
．
‘
嵯
で
Ｊ

ぐ
パ
巾
Ｌ
義
團
円
ぶ
い
衡
堕
民
池
上
・

¥
j

D
F
i
g
i
l
j

r
N
g
M
F

で
Ｊ
・
目
旧
主
｛
一
防
衛
｝
の
問
題
と
し
Ｉ

．
」
．
石
了
れ
て
い
元
つ
よ
り
、
今
怯

か
か
ゑ
肖
愕
か
。
し
か
し
な
お
Ｉ
社
会
民
主
主
義
の

一
一
柵
一
と
し
て
生
き
な
a
J
r

l
1
4
1
1
主
義

の
ア
ジ
ア
再
・
植
民
地
支
配
に
乎
を
か
し
て
い
る
哨
、

　
∵
’
ニ
ノ
」
　
・
・
れ
’
う
７
、
一
ａ
に
バ
ー
ミ
レ
ー
・
二
心
リ
バ
１
‐

い
で
ぐ
ー
４
ツ
西
７
渓
讐
一
睨
。
レ
ご
ｔ
ル
を
今
ふ
し
よ
・
っ
に
恥
死

e
p
‐

7
‐
y

:
1
｡
'
J
?
9
1
Z
.
s
ペ
ル
ご
込
示
少
に
。
？
’
‥
。
？
幻
き
召
浩
一
。
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
バ
借
字
義
’
才
’
ぷ
民
妁
．
・
必
ば
、
・

義
な
マ
・
ク
ご
（
々
マ
ル
配
鰍
関
≒
植
民
地
民
プ
ル
り
発
厦
を
妃
し
、
確
一

ｉ

４
ｔ
１

１

Ｊ
．
２
ｙ
ｔ
氏
一
9
1
‐
″
止
・
露
き
ぺ
も
っ
て
『
共
産
圏
二

文
－
」
）

nｺﾞ
宍

２

２

対
し
『
名
進
ｏ
民
族
祁
の
プ
ル
ジ
ビ

ア
と
の
闘
争
に
闘
い
を
限
定
せ
よ
』
と
一

敏
仰
圧
昂
登
第
に
要
求
す
る
の
が
彼

ら
の
『
マ
ル
ク
ス
主
！
で
あ
’
べ

　
そ
れ
で
は
特
に
一
日
襖
抑
圧
民

i
l
l
』
の
場
合
に
は
ど
う
か
。
芦
崎
の
文

章
は
ど
う
も
そ
こ
が
あ
い
ま
い
で
あ

る
。
教
り
藤
原
を
筒
楸
す
れ
ぱ
「
在
日

襖
抑
圧
l
i
7

S
日
帝
な
ど
と
い
わ

ず
に
、
在
日
賃
抑
圧
民
族
内
部
の
プ
ル

ジ
。
ア
ジ
ー
と
一
争
し
ろ
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
匯
尽
し
か
し
現
馮
に
は
そ

ん
な
馬
鹿
げ
た
こ
と
を
い
ぞ
も
孝
一

ら
な
い
。

　
だ
か
ら
一
実
を
、
そ
い
・
杓
概
則
慧

そ
こ
に
形
ぼ
ご
れ
た
ア
ジ
ア
民
衆
り
絶
一
一
（
一
紙
矛
盾
）
か
ら
本
質
的
に
両
把

咆
・
剥
な
ま
で
に
応
深
い
反
帝
国
Ｅ
嶺
コ
渥
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
プ

一
伺
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
二
切
わ
か
ら
な
Ｉ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
日
本
ブ
ロ
レ
ク
リ
ア

い
。
つ
き
る
こ
と
り
な
い
反
帝
国
主
義
一
！
卜
と
の
闘
争
に
在
日
割
算
人
、
中
国

ｏ
原
泉
か
そ
こ
に
あ
心
こ
と
？
知
ろ
う
。
人
を
細
み
こ
ま
せ
蔵
と
い
う
こ
と
し

と
し
Ｉ
－
い
。
か
つ
決
定
的
に
は
、
ア
メ

ー
か
意
味
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
被
抑
庄

リ
カ
悄
図
士
義
り
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
一
民
族
に
対
す
る
、
日
本
氏
族
り
し
７
も

敗
北
は
叫
イ
ン
ド
シ
ナ
今
城
り
革
命
を

呼
ぴ
Ｊ
こ
し
、
帝
国
主
我
世
界
体
制
Ｏ

こ
対
抗
一
妄
と
と
い
う
｝
き
善
意
に
一
危
機
４
世
界
羞
必
り
水
路
を
現
実
的
に

４
い
剔
一
画
－
‐
－
へ

　
　
匹
ｙ
出
哨
に
’
ド
る
Ｉ
…
…
…
『
ハ

　
　
ー
曳
べ
づ
贈
べ
同
門
に
‥
べ
氏
族

　
に
‥
．
父
略
を
．
抑
バ
爪
詣
兄
．
じ
ア

　
ス
ア
入
に
対
し
．
ぺ
咬
ら
頴
に
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ｉ
叫
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茫
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匈
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と
瓜
介
ご
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．
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民
外
出
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感
．
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際
ま
儀
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ら
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す
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任
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ナ
シ
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目
今
こ
Ｒ
乱
７
こ
と
ペ
ド
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も
ド
冤
劃
白
”

一
朗
司
七
面
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七
い
う
・
温
こ
二
哩
ほ

ど
出
一
‐
谷
で
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．
’
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ぺ
そ
０
内
容
は
ハ
に

く
ｓ
開
・
れ
て
い
な
い
．
貳
数
り
瓢
さ

か
、
為
る
い
’
陥
岫
か
’
ぶ
だ
お
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で
わ

か
凭
な
号
ヒ
ー
戦
り
狸
ｔ
ぶ
面
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ご
．
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幻
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か
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．
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．
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Ｚ
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こ
ヅ
条
は
粂
・
奮
り
「
マ
ル
ク
ス
よ
洲
ら
た
も
り
と
し
で
描
き
出
さ
れ
る
の
切
り
柘
い
て
い
・
心
こ
と
に
目
？
言

義
に
う
・
ご
。
‐
ぷ
二
ｓ
１
７
社
で
あ
る
。
だ
か
ら
ｘ
常
な
ま
で
に
「
民

一
ぐ
。
そ
し
Ｉ
Ｉ
ヽ
「
。
植
民
地
人
民
は
ａ
米
、

会
仙
忿
・
ぷ
」
ニ
い
う
よ
う
に
蒙
き
タ
ｋ
プ
ル
七
ア
ジ
ー
り
自
立
性
」
を
債
一
反
日
と
い
う
感
哨
を
捨
て
よ
。
自
分
り

ら
・
Ｊ
ぱ
分
ら
な
い
べ
や
気
心
な
い
Ｔ
－
す
シ
．
子
ル
り
暇
Ｉ
対
立
Ｍ
軸
で
訪

ご
Ｉ
短
’
良
く
匯
．
崎
を
４
い
で
い
る
と
ヤ
っ
呉

か
≒
１
‘
盃
．
狗
す
元
　
　
一
　
「
枕
脊
昌
一
領
い
・
な
・
芒
巾
心

　
　
　
、
。
。
、
　
　
　
一

サ
ド
紆
牡
釧

＆
9
9
1
｡
y
J
i
n
1
5
‐
D

k

タ
・
″
た
芒
れ
て
は
く
一
呪
だ
力
こ
・
り

対
立
『
り
根
底
に
あ
・
心
、
植
民
地
お
よ

ぴ
帝
￥
ト
’
義
本
国
り
そ
れ
ぞ
れ
の
貼

喫
ｙ
血
、
ツ
ル
ン
ア
ー
と
フ
ロ
レ

々
リ
バ
ー
ト
に
次
体
卵
察
号
』
、
Ｋ

々
Ｊ
‐
。
心
。
迎
‐
λ
。
ポ
号
マ
ル
ク
ス
よ

‘
４
し
た
一
文
に
し
て
は
昂
ぶ
り
に
も
ひ

ど
い
一
国
』
Ｌ
瀧
（
殆
ん
と
ス
タ
ー
リ
ン

ー
４
そ
ノ
、
り
叩
ぞ
れ
以
下
ｏ
）
、
？
ば

ｔ
い
叱

　
い
Ｉ
う
よ
で
ら
な
く
訟
Ｔ
植
民
端
問

苓
り
邸
曳
‘
訟
雨
Ｊ
Ｌ
義
時
代
に
む
け

‘
Ｊ
「
マ
ル
ク
ス
£
禰
西
」
り
試
令
ロ
で

ゐ
り
、
男
一
イ
ン
タ
Ｌ
４
三
イ
ン
ヌ

！
す
シ
。
ぶ
・
ル
り
暇
Ｉ
対
立
Ｍ
軸
で
訪

　
ン
ー
七
・
な
い
に
ｔ
ぎ
に
、
鯖
民
族
を

　
知
町
民
界
。
’
」
被
抑
圧
民
族
に
分
け
’
心

　
こ
ど
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
り

　
区
分
は
帝
哨
１
０
奉
賀
を
な
す
」

　
（
レ
ー
ニ
ン
「
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ

　
ア
ー
ト
ｋ
旅
自
民
権
」
）

　
こ
○
よ
う
に
い
い
き
っ
た
レ
ー
ニ
ン

ド
義
を
継
。
恚
心
こ
Ｉ
．
か
で
き
‘
‐
心
か
．
I
Q

ｙ
が
問
題
な
い
で
あ
兌
こ
り
・
点
で
今

ｙ
一
文
’
栄
三
ィ
ン
タ
ー
す
シ
。
ナ
ル

ご
Ｏ
Ｊ
ふ
に
と
夕
烏
胴
哨
り
「
り

国
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
と
り
�
争
を
や
れ
」

と
一
国
主
義
を
強
刎
す
・
・
Ｑ
り
で
あ
噫

民
族
圭
一
反
対
と
口
う
る
さ
く
わ
め
き

つ
つ
何
・
ご
か
し
で
全
で
の
鳶
命
φ
一
二

そ
の
左
禰
び
ら
す
る
「
固
化
」
の
攻
撃

で
あ
る
。

　
未
完
○
抗
日
民
族
解
放
革
命
を
今
日

な
お
」
い
続
け
て
い
る
在
日
朝
鮮
、
中

国
人
民
に
対
し
て
、
ま
さ
に
日
本
革
命

か
中
国
（
台
湾
）
、
1
1
鮮
、
日
本
を
有

機
的
一
体
と
し
て
り
み
迪
嘔
さ
れ
う
る

こ
と
を
知
ら
な
い
津
崎
は
「
そ
ん
な
抗

日
民
旅
解
放
革
命
昂
弔
め
て
ぷ
り
一
高
次

な
日
本
労
働
者
階
級
の
反
合
闘
争
や
卿

　
　
　
　
　
　
　
－

　
ｌ
ｌ
’
一
一
一
一
丿
一
一
一
一
順
脳
一

一
腫
腫

匯
四
」
『
』
」

一
　
一
Ｍ
－
　
１
　
１
－
－

Ｉ

万

永

鮒
組
織
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
あ
る
第
一

イ
ン
タ
ー
’
ア
イ
を
フ
ン
ド
支
部
か
ら
切

り
は
な
す
こ
と
に
反
肩
巾
慰

　
『
い
ふ
や
イ
ギ
リ
ス
人
と
ア
ノ
。
ル
ラ

ン
ド
人
い
労
匍
ぶ
白
べ
通
９
解
放
ｏ
た

め
に
一
脈
７
．
ｉ
る
可
能
性
が
は
じ
め

て
侑
。

一
八
で
さ
こ
…
…
…
・
｛
一
一
｝
‘
’
つ
が
こ
れ

が
浬
成
ご
れ
ら
ぷ
ご
れ
な
い
か
に
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
指
図
を
与
え
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
に
４
一
男
。
逼
ら
自
身
の
や
り
・

民
族
解
放
革
命
に
対
す
る

　
　
蔑
視
と
敵
対
を
強
調

　
こ
０
よ
う
な
「
帝
国
主
義
１
－
嫉
Ｚ

池
」
０
把
握
か
ら
導
か
れ
る
民
族
ｔ
叙

圖
争
に
対
す
る
堰
解
は
し
‘
き
っ
て
次

の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

　
「
植
民
地
慢
進
国
の
民
族
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
は
、
帝
国
主
義
の
植
民
地
支
配

か
ら
り
目
S
‐
I
J
t
n
」
れ
の
利
害
を
Ｓ

徴
す
。
心
た
め
に
帝
ａ
恣
孝
。
嵯
○
限
り

に
お
い
で
だ
た
か
う
り
で
あ
．
Ｓ
ぞ
し

「
帝
国
主
義
論
」
の
不
毛
性

リ
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植
民
鳩
民
衷
解
放
革
命
そ
り
も
の
に
敵

上
げ
闘
争
、
反
政
府
舗
争
ｊ
に
一
同

し
ろ
」
と
い
や
わ
け
だ
。

　
か
つ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
入
り
在
イ
ギ

リ
ス
組
織
と
、
イ
ギ
リ
ス
承
合
評
議
９

と
り
関
係
に
つ
い
て
エ
ン
グ
ル
ス
は
次

０
よ
う
に
提
起
し
た
。

　
ま
ず
第
一
に
左
英
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
入

組
織
考
、
・
イ
ギ
リ
ス
悳
合
評
議
会
０
管

轜
下
に
お
く
こ
と
に
反
対
す
兄
！
一

万
で
虹
酌
て
ぱ
な
り
凩
イ
ギ
リ
ス
μ

議
会
り
支
配
に
服
従
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と
甲
し
わ
た
す
」
と
い
う
こ
と
ぱ

ア
ィ
ル
ラ
ン
ド
ヘ
り
隷
Ｍ
を
イ
ン
タ

ー
十
シ
。
ナ
ル
内
に
も
ら
こ
む
」
こ
と

で
あ
り
「
国
際
‐
‐
．
Ｌ
。
｀
り
仮
・
回
に
か
く
れ

べ
征
服
者
り
。
λ
配
を
。
校
紀
し
、
永

久
叱
し
ぶ
う
と
マ
循
も
り
に
他
な
ら
な

い
。
」
「
そ
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
○

労
働
者
に
向
か
コ
し
、
ィ
ポ
リ
ス
○
貴

族
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
‘
万
祀
し
た
あ
と

刄
蓉
た
イ
ギ
リ
ス
心
中
圈
階
級
か
ア

ィ
ル
９
‐
ン
ド
ー
至
配
し
た
め
と
で
、
イ

ギ
リ
ス
○
労
働
葱
鮪
級
が
ア
ィ
ル
ラ
ン

ド
を
支
配
ず
。
？
ぢ
か
く
る
こ
と
を
枝

辱
Λ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
入
Ｖ
は
覚
獅
し
な

け

９

゛き

i ゝ

j

肖

¶ ・ ． ！ － －

■ ㎜ ■
: …
… … : ･ ' . 1

.

I ぺ l

i 1 ･ , ‘ - I :

゛こ

い

毛
沢
東
型
『
民
族
矛
盾
論
』
に
宜
脚

日
帝
へ
の
即
自
的
民
族
的

　
　
　
　
　
　
1
1
J

S

.
t
.
。
S

　
5
‐
S
s
S
･
~
･
:
‐
.
‐
9
‐l
i
７
‘
』
ｉ
‐
″
’

　
一
七
会
排
外
主
義
を
］

　
’
粉
砕
し
、
激
化
す
ｔ

　
・

る
中
朝
人
民
に
対
一

　
一

す
る
弾
圧
粉
砕
　

一

　
ｉ
４
１
、
ｉ
４
Ｉ
ｔ
！
ｊ
Ｉ
ｆ
』
一
一
ｇ
Ｊ
ｔ

　
七
一
年
、
一
目
フ
ハ
Ｕ
宍
必
に
し

て
、
在
口
中
司
人
民
に
剥
迂
ら
れ
る
弾

圧
は
極
め
て
旬
酷
な
・
り
ｏ
と
な
っ
で
い

今撃レ以る
や４べ来゜
民涌ルを六

疾めでEj石
教で分中年
脅き耐例－，
へた瓦人口

い日配民韓叉-４しそ辰４９≒よ９

に国りご辿
ふ主共に「
穴蔵続生

心

配4153き

い
」
（
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
入
鋪
支
部
と

イ
ギ
リ
ス
溌
屏
議
公
り
関
似
に
つ
い

て
」
．
マ
ル
子
く
．
４
で
八
巻
Ｐ
七
て

七
二
）

　
エ
ン
グ
ル
ス
Ｊ
・
ら
同
罵
ふ
々
ン
タ

上
ジ
ぶ
ぶ
？
俳
句
）
り
根
本
間

魁
と
し
で
部
・

』
で
い
咤

　
よ
し
で
い
’
４
か
○
マ
ル
ク
ス
よ
Ｉ

一
入
献
ふ
Ｉ
Ｉ
ん
ご
目
分
は
マ
ル
ク
ス
主
一

酒
だ
Ｉ
ど
思
い
込
ｙ

ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
う
こ
と
．

に
よ
っ
て
一
．
民
今
泉
息
き
と
は
無
一

縁
な
と
こ
る
に
居
れ
る
○
だ
し
這
い
込

ん
で
い
る
４
甲
ぱ
、
日
本
帝
￥
ふ
我
が

刺
っ
ｙ
八
民
族
排
外
・
．
一
｛
―
口
承

氏
族
に
優
秀
限
回
ア
ジ
ア
り
旧
４
唇

と
な
勺
９
芯
ら
ぬ
ｌ
ｔ
ざ
一
応
ま
ま

う
け
y

l
y
l
t
'
2
4
t
7
ア
ジ
ア

民
衆
に
対
す
う
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
○
優
位
性
、
指
導
性
』
包
絶
対
旧
前
提

と
し
で
し
ま
う
り
で
め
．
心
．

一
そ
ｏ
典
型
こ
一
こ
反
日
乖
喘
を
捨
て

こ
甚
で
日
永
ア
ロ
レ
ク
リ
ア
階
級
意
識

　
を
も
た
せ
と
と
い
う
ポ
’
崎
○
立
場
で

　
あ
る
．
か
か
Ｊ
男
ニ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

　
ナ
ル
ｇ
Ｍ
ｌ
ｙ

ｊ
Ｅ
Ｆ
ｇ
ｉ
!
！

一
放
条
命
に
と
っ
て
裟
扮
り
対
考
で
し

一
か
な
い
回
こ
七

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
祝
□
喇
知
人
か
結

社
仝
つ
く
’
心
こ
と
自
体
↑
ｊ
ひ
な
い
攻

撃
へ
ぶ
写
葡
め
ｙ
リ
弓
こ
り
醐
り

朝
鮮
悒
廼
に
幻
ｊ
る
集
中
的
弾
圧
、
挑

発
、
ス
パ
イ
行
為
は
肩
勢
の
岡
迫
託
を

も
り
が
た
っ
て
い
・
心
り
で
・
’
り
９

　
ベ
ド
ナ
ム
・
イ
ン
ド
シ
ナ
ー
命
り
進

撃
で
包
［
憚
］
米
班
り
削
減
を
ひ
さ
お

こ
し
朴
吋
奈
－
７
軍
り
・
．
‐
」
．
ほ
喪
貨
’

』 ．
軍

紀
睨
瓦
を
み
心
申
で
ぞ
こ
栓
三
遡
ｏ

五
月
は
一
匹
づ
い
て
い
元
日
滑
り
侵
略

に
よ
っ
て
「
郷
国
」
．
勧
済
は
破
綻
の
糎

に
遠
し
民
衆
り
不
碑
と
．
客
？
ｌ
胸
．

‘
心

声
は
反
日
・
反
拾
・
爾
£
銃
一
と
し
て

狐
深
く
馴
勤
し
は
じ
め
て
い
．
‘
Ｑ
。
日
声

は
こ
れ
・
・
り
０
４
態
に
陶
に
あ
Ｊ
で
辿
り

つ
t
'

‘
t
S
1
1
1
‐

I
Z
･
M
I
!
j
蜂
起

を
血
り
晦
に
沈
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
朴

体
制
・
の
安
応
気
罰
ち
日
．
ふ
帝
国
主
義

の
安
’
冷
．
を
は
ひ
う
っ
ご
す
兄
そ
り
た

め
に
は
ま
す
も
っ
で
征
日
中
剛
人
民
六

五
万
に
対
す
心
倣
玖
し
た
監
視
と
薔
詞

・
統
一
を
慨
た
ｋ
芯
‐
ね
ぱ
な
ら
な
い
○

で
あ
兄
　
　
　
　
‘

　
急
迫
す
る
随
一
に
も
拘
ら
ず
、
裏
に

日
本
階
級
Ｓ
争
ば
危
機
で
あ
そ
社
共

は
今
突
入
し
つ
つ
あ
・
Ｉ
一
心
日
帝
と
刎
鮮
入

民
り
命
が
け
り
闘
争
夕
遍
を
更
け
、

Ｉ

　
　
　
　
（
一
面
か

″
箆
１
゛
ｍ

シ

ベ
バ
ー

略
奪
、
犠
牲
に
対
で
Ｉ
４
敲
眼
の
賠
ｕ

Ｏ
浸
得
″
と
い
う
革
命
的
一
国
収
北
ｈ

楓
を
一
点
の
く
も
り
も
な
く
日
帝
に
町

求
出
来
る
思
想
性
、
そ
し
て
こ
り
位
相

5
‐
7

4
S
I
中
ぺ
民
の
日
漕
ぶ
土
で

の
一
切
の
生
活
権
、
居
住
ｔ
？
求
に
対

し
、
わ
れ
わ
れ
が
無
製
作
気
持
、
一
４

防
衛
し
切
る
こ
と
。

　
こ
の
誕
体
的
な
、
日
摂
ぶ
ｄ
諸
権
利

０
傾
得
闘
争
を
無
条
昨
瓦
持
０
立
幼
で

防
衛
し
抜
く
申
か
ら
、
帝
国
主
義
本
土

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
リ
Ｍ
麹
一
Ｉ
主
喊

凶
民
平
和
主
義
を
一
体
で
ご
う
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
い
こ
と
り
な
か
か
ら

ア
ジ
ア
凶
際
階
級
闘
物
の
一
喊
と
し
て

の
日
本
吸
収
闘
争
乞
圖
男
託
言
だ
ろ

う
。

必
や
ご
こ
ろ
り
兇
夙
は
、
そ
り
命
を
日
一

ミ

4 ）
ミ

ｔ

い
・
る
。
こ
れ
ら
り
党
派
は
と
こ
１
‐
ん
日

愕
と
運
命
を
芦
吊
。
一
月

　
わ
れ
わ
れ
は
と
い
え
ば
、
一
Ｔ
世
紀

以
後
の
全
憲
史
り
晰
縮
を
可
一
つ
り

闘
争
に
・
男
、
感
じ
、
か
？
一
心
根
底
的

清
算
を
な
し
と
げ
Ｉ
ぞ
７
量
凡
戦
幾

一

に
限
っ
て
み
一
―
も
、
朔
鯉
南
島
と
台
一
‐
‐
‐

‐

て
い
・
く
で
う
Ｊ
・
リ
し
、
≒
ム
ゴ
メ
ヅ
。
｀

い
。

Ｘ
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･←駒込r　　　　　言回ことぶき
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麻雀

　サービス本位の雀荘―学園より徒歩５分

　　学生割引　　一時間　Y40－

　　サービスタイム　１時間　￥30－

　　(AM10:00－PM5:00)

　　冷暖房完備

　　クラブことぶき吉祥寺電停前

　　　TEL(946)62Z2

諸君の将来は何で決まるか？
１

企業;カ1求めてX,八る(7)はコンピュータガｲ吏える君だ／
ヨ

１

１

東京放送（ラジオ95唯C・テレビ6CH）直営

7,S･ｸﾞｺﾝﾋｭｰﾀ学院汐μぷﾆﾆl乙吋‘隅募集要項

-160東京都新宿区酉新宿1-21　TEL03(343)2611(代)

【iもﾗﾀﾞ?IE】

齢伯駅､西口･南L範jか削屯脳4刄(募集要項〒共200円)　　　TU

☆各コース共コンサルテイングを兼ねた

　面接選考を，随時行います。

短期講座(g。こﾗ?:)2月19日より

☆鉢植は本学院へお問い合わせ下さい。

科１年コーズ（畳）

科６ヵ月コース（畳･蜜〉

本
専

'714月生募集

研究科６ヵ月コー｀

�通産省助成による

　超人型コンピ二－タオンライン実験校

　りtロ本靖報処理開発センターとの共同開発

　特待生制度あり／宿舎紹介

　
△
編
集
後
記
∇

　
本
号
で
、
七
十
年
は
、
最
被
り
？
打

で
す
。
学
友
暗
君
が
帰
省
す
る
前
に
発

行
し
よ
や
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
印
刷

の
一
合
で
、
十
九
日
か
二
申
日
に
し
５

発
行
で
き
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で

す
。
多
分
、
大
多
数
の
緒
お
０
手
に
は

来
年
に
、
こ
り
新
聞
か
届
く
こ
ぷ
い
よ

す
。

　
最
近
、
本
紙
に
対
し
て
リ
武
周
で
学

内
の
記
事
が
冷
蔵
少
な
い
『
。
い
う
事
を

間
忿
チ
。
俑
か
に
、
学
同
関
係
○
記

事
は
少
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
ら
は
、

状
況
に
対
し
又
常
に
綻
恚
。
で
あ
ろ
う

と
が
め
て
い
ま
幄
そ
の
・
？
４
ら
に

と
っ
て
学
内
の
動
き
は
余
り
に
・
・
ｌ
退

屈
″
な
○
で
す
。
つ
‘
ぶ
り
、
？
内
に
は

日
本
総
休
り
状
況
に
、
深
く
切
り
こ
ん

で
い
か
ん
と
す
る
葛
勁
や
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
か
無
い
と
い
う
こ
と
。
で
す
。

　
白
山
祭
も
終
り
、
白
山
祭
忿
″
鴨
瞎

９
に
闘
い
S
1
4
j
l
g
2
y

r
l

ル
邨
糾
４
昌
い
ご
影
副
言
す
生
非

ぃ
口
　
　
Ｊ
ｙ
づ
ご
ー
‘
常
に
Ｉ
こ
ん
で
い
ま
す
Ｑ
喫
・
り
り
昏
ヽ

日
ｌ
白
山
農
か
終
２
１
残
る
り
は
ゴ
ミ
い

山
９
ｉ
ｙ

Ｆ
９
１
ｔ
ｐ
｡
ｙ
９

○
で
は
な
い
か
‥
ｎ
は
、
ほ
と
ん
と
と
い

っ
て
Ｍ
い
程
当
り
丑
・
ん
で
し
べ

″
全
学
的
に
盛
り
一
司
だ
闘
争
‘
で
し

に
９

　
ご
て
、
七
十
一
年
は
、
湘
ぐ
一
価

に
攻
め
鮮
る
時
代
で
恚
制
硝
な
さ
弓

１
こ
の
一
石
か
ｂ
県
ふ
ミ
ー
こ
。
い
1
｡
!
j
l
j

l
S
Q
l
i
6
i
･
｡
｡
7
a
･
。
昌

ま
や
Ｉ
ぶ
は
ゆ
れ
は
じ
め
口
汚
い
き
嘸
は
つ
い
え
み
ポ
ヽ
し
よ
う
。
蔡
こ
陥

的
対
匠
叫
吻
ご
れ
’
Ｌ
い
吊
　
　
こ
。
公
は
と
こ
ヘ
ー
汀
く
ｏ
ｊ
。

　
倒
中
日
入
S
7
l
l
j
!
‘

l
z
.
￥
Z
i
l

J
S
9
:
S
4
l

t
＆
｡
x
/
j

j
l
‐
M
J

が
自
Ｊ
を
ぼ
帝
哨
‐
『
負
へ
公
司
し
て
ん
ご
ｃ
駝
七
十
一
を
£
雲
切
れ
Ｉ
。

い
く
度
き
に
ｆ
じ
。
』
ら
く
り
り
げ
ら
忖
’
弧
を
楸
々
に
持
ら
つ
つ
Ｉ
心
り
．
Ｊ
・
ｙ
。
才

≒
か
ら
の
本
紙
を
割
竹
し
で
．
こ
い
．

　
で
は
農
者
謐
氏
べ
十
二
弓
一
Ｔ
べ

日
り
通
常
国
公
開
催
に
向
け
’
心
わ
れ

”
ｉ
争
に
槽
一
回
に
芳
慰
れ
・
心
こ
と

を
希
し
て
、
ｔ
蛍
新
聞
４
？
・
［
・
ヱ
バ
・

た
わ
ご
と
・
ｙ
や
ぬ
よ
ー
り
凧
よ
．
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
i
)

一一全学新第25回大会出席に代えて一一
　
ぺ
．
陶
こ
石
洲
．
１
司
こ
…
…
に
Ｘ
・
．
・
．
‐
や
．
・
‘
‐
Ｊ
’
ゝ
、
’
ヽ
。
Ｊ
ｊ
ぃ
、
゛
’
１
．
１
弓
ヽ
’
四
足
令
プ
京
門
回
海
国
Ｌ
や
・
い
ぅ
ｆ

４
Ｊ
Ｊ
'
４
Ｅ
?
ｉ
ｉ
'
｣
％
２
イ
デ

フ
公
ニ
フ
ー
Ｌ
で
足
∵
自
．
・
Ｊ
・
．
‥
リ
ゾ
で
１
１
…
…
…
心
、
i

i
'
.
;
'
1
｡
1
z
.
…
…
ｙＲ
ｒ
ｙ
出
瓢
ぅ
．
Ｊ
ｙ
オ
ロ
ヂ
・
Ｉ
固
り
．
」
し
て
ら
マ
剽
と
民

四
万
勺
汀
７
．
び
み
Ｉ
、
ッ
比
…
…
ゝ
縁
惣
屁
迷
万
恥
郷
ヤ
絹
に
Ｉ
｀
』
．
匹
！
‘
・
．
い
…
…
伺
に
’
に
（
『
Ｌ
．
』
ｊ
に
｝
４
申
ご
れ
統
げ
で

伺
簒
’
八
惣
久
劃
明
乙
一
べ
、
i
‘
.
「
」
’
は
ｈ
れ
な
・
り
ペ
ジ
ビ
・
・
‐
．
ご
ご
フ
‘
・
い
・
事
に
こ
り
ち
黙
心
害
占

‐
．
ヅ
遜
二
円
￥
．
ぶ
ご
ツ
ー
ー
じ
沢
貳
じ
ム
リ
フ
以
聊
ノ
ー
ノ
ー
ー
ｔ
徊
に
及
ふ
み
祗
づ
F
削
形
収

♪
弓
に
に
石
ス
ペ
ー
ぐ
う
．
『
‐
岬
惣
・
ノ
パ
…
…
‘
、
”
．
．
ヽ
、
’
ｂ
‐
．
一
や
ニ
・
こ
に
Ｉ
松
？
え
い
訓
７
一

Ｗ
づ
泥
遥
こ
・
欲
し
く
八
詐
ヤ
Ｋ
Ｕ

４
Ｆ
｡
Ｓ
的
・
大
衆
闘
争
０
突
穴
ｊ
。
Ｎ
!

７
ｙ

‘ ’
‐
円
実
に
お
い
ご
解
体
す
る
齢
．
明
心

．
ｊ
向
性
は
提
心
ご
れ
』
い
な
い
．

　
‐
1

.
ハ
Ｌ
年
ご
ら
バ
几
．
４
‐
‐
に
り
け
で
兄
】

哨
・
へ
学
岬
犬
ｉ
鴻
い
申
リ
ヅ
ペ

‘
一
．
‐
生
．
孵
聞
り
．
．
ら
・
Ｍ
や
り
申
．
滉
ぷ
．
超

り
り
測
に
に
対
；
べ
１
ｙ
ぷ
」
に
Ｉ

』 Ｊ
り

づ
リ
ペ
剪
□
Ｉ
し
．
一
矢
山
し
ご
ィ
デ
オ

コ
ギ
Ｌ
械
乖
に
Ｉ
う
殴
吊
．
ニ
唄
し
て

ゾ
乙
然
し
回
心
、
ぺ
几
几
？
二

八
仰
鳶
９
刀
乙
―
二
月
佐
瀬
．
‰
タ
一

巡
こ
泌
い
・
Ｊ
・
ペ
予
・
凪
芯
こ
海

：
Ｊ

４
ｙ
Ｆ
￥
：
七
娯
し
．
宍
・
試

ぺ
つ
べ
ど
・
ス
…
…
…
Ｊ
″
ｙ
．
改

１
１
１
一
メ
瀞
な

か
コ
肩
材
口
に
￥
ぺ
．
４
。
り
一
国
』
ヱ

呂
悒
し
こ
り
ん
・
ご
ダ
プ
ー
り

』 こ
こ
ら
批
判
的
山
一
以
外
に
は
存
缶
し
な

苓
一
或
圖
湖
流
ｏ
｀
石
に
対
し
て
、
忽
い
ご
ろ
・
兄
即
ら
ｔ
一
日
二
十
敬
号
に
及

葱
虻
為
汐
に
呑
マ
．
占
卜
つ
叫
し
ょ
ぷ
犀
史
そ
０
も
り
リ
客
観
‐
則
之
石
状

河
し
で
い
ぃ
ご
っ
た
ご
ぷ
．
た
べ
我
‥
斤
就
中
日
恚
？
壬
戚
死
暉
い
・
差
史

々
ｊ
ン
万
万
駒
ぃ
ベ
ト
す
ベ
イ
ぞ
り
も
り
り
個
別
｀
Ｔ
を
そ
い
泰
貿

ン
ド
ツ
す
戻
り
諒
解
収
一
に
回
的
府
ほ
７
即
自
凋
．
じ
て
深
く
何
し

・
ノ
冷
一
　
七
い
心
・
．
．
い
ー
リ
ー
ぃ
．
］
ゝ
、
．
一
．
‘
心
兄
レ
ー
こ
い
う
呂
ご
Ｉ
几
り
、
藁
舶
．
一
』

・
．
ご
’
き
り
駈
ぼ
ら
そ
し
て
フ
八
七

・
や
り
ベ
ト
ナ
ム
柚
紅
佃
瓦
に
よ
っ
で

客
観
り
陥
９
．
れ
た
、
．
日
生
々
乍
４

犬
馬
ｔ
‐
ぃ
．
よ
．
辻
‐
司
ｙ
ｆ
ｓ
左
Ｕ

闘
い
．
ｙ
ゐ
祗
間
配
、
そ
ツ
ぷ
り
読

史
い
解
体
い
φ
に
存
在
丿
心
む
ｏ
で
」
心

９
・
ご
価
し
で
い
、
ｙ

　
．
だ
ぺ
六
じ
ｙ
ハ
、
几
‘
Ｅ
・
り
急
進
的
六
．

衆
知
争
ぶ
司
た
芯
分
９
本
公
か
ら

Ｏ
ら
喪
．

‘
一
い
う
申
に
あ
ら
又
本
紙
総
体

白
首
同
・
べ
辰
嗣
聊
ゐ
一
一
」
こ
い
何
化

ば
余
・
り
い
涙
い
．
我
々
り
解
放
、
士

休
と
は
、
唯
一
張
を
客
観
的
に
分
析

し
ご
ｔ
り
・
甲
に
自
Ｕ
ｏ
立
助
祭
鮮
明
に

叉
き
比
し
て
以
外
に
は
無
い
だ
ろ
う
．

　
陛
板
闘
争
．
に
、
ｉ
応
必
然
哨
発

ｋ
・
ぃ
・
法
則
．
・
’
．
‐
あ
匈
こ
り
剛
学
新
論
と

し
’
血
叫
．
範
だ
盲
．
’
〕
変
革
諭
」
こ

映
こ
り
Ｉ
史
に
対
す
公
司
的
無
暁

i
j
D
‐
J
と
で
あ
り
、
咬
ら
学
生
新
聞
｀
『

吏
石
に
と
っ
て
、
自
．
り
ｙ
4
1
ｒ
．
は
、

歴
史
を
目
由
に
超
越
し
う
心
娠
Ｊ
り
こ

六
あ
心
．
こ
り
立
場
に
宸
つ
以
上
は

．
．
一
心
恥
枇
ｓ
や
混
ら
・
」
胞
ｉ
は

歴
史
的
総
構
造
の
主
体
化
を

　
　
情
況
急
進
主
義
か
ら
の
脱
皮
を
期
し
て

義
恢
４
に
六
づ
フ
．
１
‐
だ
・
‘
、
そ
口
口
こ
ヽ
［
二
八
ｙ

ｃ
ｆ
。
上
ぽ
ぐ
…
…
″
い
？
ぶ
．
’
耐
］
ニ
」
し
≒
、
に
・
ぶ
ぶ
に
八
八
戻

ら
こ
っ
、
憲
史
妬
体
に
い
ー
宍
・
鴫
し
』
ら
な
い
こ
い
Ｉ
リ
別
涙
・
ぺ
そ
れ
に
祠
賢
明
に
鯛
互
一
転
し
合
う
l
i
2
j

に
ブ
ー
一
一
４
．
・
・
ｃ
印
ア
』
す
心
な
ら
ば
、
ｙ
っ
て
ｗ
定
ご
れ
一
に
帝
国
主
義
住
い
・
心
・
り
が
な
い
。
召
」
多
か
き
と
は

ヘ
ニ
レ
〈
で
¨
ニ
リ
．
蛍
゛
ノ
４
’
碍
．
う
７
ｊ
ｊ
｀
一
ｊ
ご
ｘ
砥
り
Ｊ
ｙ
ベ
コ
昌
一
実
7
’
i
‐
j
］
1
2
‐
:
j

r
士
‐
濤
限
胃
ぢ
反
南
訥
ぷ
ぬ
削
に
｀
田
イ
ズ
ム
り
・
学
生
Ｊ
Ｊ
Ｊ

？
５
ｙ
．
’
７

－
’
し
4

Z
「

’
ヤ
、
ツ
・
尹
‘

　
　
－
・
　
γ

ぺ
｀
｛
一
／
吻
皿
じ
Ｉ
　
一
ダ
ー
４
ぺ
犬
ｆ
一
三
白
≒
ご
　
’
こ
Ｊ
で
八
・
．
ｙ
．
－
れ
．
ベ
ー
ダ
．
・
ぶ
い
死
七
万
曳
に
｝
以
』
’
．
1
‐
1
．
石
、
我
々
に
ご
し
で
い
飢
・
こ
直
し
以
土
り
も
り
は
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

、
ｉ
―
－
ｙ
ｌ
ｊ
．
‘
　
バ
″
ｊ
－
－
．
．
一
　
一
・
ａ
－
、
１
．
“
.
”
’
Ｉ

　
.
1
1
1
’

1
1
1
1
1

1
.

1
　
1
1

1

.
!
!
‐
a
.
!
.
.
1
.
.
.
.
.
＿
.
9
1

.

.

.
‐
、
　
　
・
／
ｒ

/ . ･ ｜

ぽ
七
レ
し
し
ご
・
に
、
ｋ
冷
図
七
凩
胎
た
四
争
丿
収
硲
バ
ロ
０
硲
縁

ら
ド
ズ
ー
七
．
一
八
．
、
ぷ
兄
　
ｙ
、
・
ダ
言
嶮
コ
邑
４
ん
．
い
穴
り
｀
三
い
・
で
石
’
ご
、
ア
ジ
ア
芒
芯
拡
大
に
伺
出
入
ぶ
筑
い
阿
匈
．
』
．
八
・
な

’
－
…
　
…
…
ふ
・
―
。
・
。
路
辺
‐
ド
『
　
・
、
：
こ
・
。
、
・
。
温
言
ゾ
・
・
。
．
ｆ
・
四
回
・
ッ
回
。
巾
ヅ
ら
削
之
ｙ
収
冶

に
ノ
゛
－
　
芦
即
’
ｔ
と
．
・
ｙ
　
Ｔ
・
弓
－
賢
二
　
函
Ｉ
ビ
ｗ
・
－
ペ
ニ
ー
八
　
‘
こ
一
心
　
ぃ
゛
汀
汗
一
！
几
考
μ
い
’
・
’
ぶ

ジ
ご
・
’
白
石
…
…
…
ｙ
‐
・
・
‘
．
か
Ｉ
・
強
八
　
Ｅ
｡
ｊ
｡
ｓ

‐
．
Λ
．
ド
ー
ム
．
？
．
�
Ｉ
・
ふ
匹
　
ド
黒
・
」
…
…
…
…
…
ぐ

て
い
．
ビ
ー
．
Ｉ
ゾ
ニ
ー
．
ヅ
　
Ｔ
…
…
…
｀
ノ
　
ｒ
Ｔ
／
．
４
∵
ぶ
ミ
ア
り
』
略
ツ
ゼ
こ
・
．
回
こ
、
‐
ヅ
ニ
ー
令
旨
放
八
‐
れ
に

サ
：
ド
．
．
．
ご
．
・
。
Ｅ
　
’
・
。
C
.
:
J
‐
i
‐
　
　
レ
こ
．
‐
　
．
ド
ｙ
？
ノ
ル
ー
≒
で
？
・
ご
・
．
．
レ
・
・
‐
、
‘
ズ
．
３
．
’
ぷ
し
で
絢

ぞ
八
Ｊ
　
ゝ
ダ
ｓ
‐
？
　
－
　
’
…
…
　
…
‘
…
…
…
’
‘
に
ノ
仁
‐
こ
ヅ
．
や
円
心
硲
／
ｙ
…
…
‐
‘
ド
ミ
ダ
ー
ボ
に
、
被

汽
ペ
二
　
Ｉ
白
ム
…
…
…
…
－
．
．
ｙ
・
＼
’
」
か
ノ
　
、
『
七
．
謳
・
．
、
．
バ
吟
八
。
C
r
l
.
‐
.
‐
y
削
．
．
爪
月
白
～
．
？
．
配
に
．
り
こ
包
み

い
Ｑ
‐
ぶ
こ
「
‐
Ｑ
ツ
ー
デ
オ
ロ
ギ
ー
爽
″

．
¥
1
4
j

J
‐
9
Q

1
9
i
Q
4
4
4
･
U

無
関
係
に
、
単
な
方
里
戦
捷
の
全
国

今
．
武
闘
運
動
白
玉
新
聞
阪
と
し
て
り

嘴
し
か
阿
せ
ず
、
咳
麗
性
ｎ
平
命
的
概

詣
け
工
り
も
り
で
ぱ
な
か
っ
た
ｋ
堅

冑
‐
ら
・
ら
回
‥
成
熟
と
い
一
ソ
戦
略
明
細

。
に
は
、
肢
ら
に
は
無
a
y
P
4
2
y
‐
6

J
E
S
の
学
新
論
で
あ
っ
た
。
だ
ぺ

た
ス
ク
ー
リ
ニ
ス
ト
日
共
ｌ
民
資
０
在
日
被
抑
圧
民
族
無
条
件
防
衛
、
ア
ジ

　
『
特
別
教
嘉
娠
陥
』
の
批
判
に
刺
し
ア
革
命
に
合
流
せ
よ
と
す
必
反
帝
圖
争

て
は
、
自
ｕ
が
戦
喇
的
に
琴
ツ
こ
・
忿
を
内
賓
化
せ
ん
ぶ
応
Ｉ
蔡
は
、
自
分

持
っ
て
い
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
は
目
身
ｏ
方
か
な
ｉ
に
屈
服
す
る
わ
け

恥
砕
で
き
る
り
だ
と
い
う
意
識
で
し
か
に
は
い
か
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
目
的
慧

な
く
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
刈
す
心
一
謙
性
○
勝
利
の
為
に
は
常
鍬
０
崩
壊
が

£
的
追
跡
、
そ
し
て
時
代
の
組
構
忌
り
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
六
十
年
代
末

準
ハ
限
り
主
体
叫
こ
・
フ
し
た
こ
と
り
か
ら
七
十
年
代
前
半
に
か
け
て
り
爛
発

一
切
○
努
力
は
、
実
践
的
l
l
S
I
Q

i
l
j
S
I
S
は
、
戦
柊
二
十
五
年
圖
を

嗣
に
は
頁
㈲
目
な
努
力
に
恒
い
し
な
い
規
定
し
｛
官
本
階
級
闘
争
ｏ
単
複
的
解

６
０
と
考
・
凡
ら
れ
て
い
た
。
こ
○
こ
と
体
痢
で
ゐ
り
、
学
斬
綸
り
イ
ー
？
オ
ロ
ギ

こ
型
八
十
年
ｙ
保
プ
ン
ド
以
降
り
プ
ン
ー
的
解
体
の
舞
争
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

ド
削
休
戦
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
ｏ
こ
と
七
十
年
代
Ｓ
争
は
、
ア
ジ
ア
４
命
に
組

こ
戈
厦
史
的
環
胞
り
臓
ａ
的
一
附
則
み
亙
れ
た
、
極
東
反
帝
一
争
ｏ
時
代

一
Ｉ
的
第
栄
り
六
十
年
代
こ
そ
、
こ
り
そ
○
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
り
膚
家
的
急
。
圓
一

&
Ｊ
Ｄ
４

Ｆ
２
ｙ
Ｅ
ｐ

ｙ
Ｇ
Ｄ

Ｓ
Ｑ
２
¥
ｐ
ｇ
ｙ

う
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
の
原
題
と
は
、
圈
く
Ｉ
史

　
し
か
し
、
現
在
、
人
g
l
C
、
1
i

i
g
j
F
す
る
こ
と
。
で
あ
り
、
差
史
・
○
泌

闘
争
と
い
う
な
か
で
、
植
民
地
人
｝
Ｊ

;
４
Ｄ
中
に
自
己
を
た
く
ず
る
こ
と
で

帝
国
主
‘
涵
ぞ
お
闇
で
奮
励
と
反
乖
命
あ
り
、
そ
り
‘
Σ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
一

・
】
‥
一
鋤
け
た
。
妃
旨
り
麗
い
い
概
開
ご
れ
ん
国
王
｛
民
族
主
義
的
学
生
新
聞
・
○
つ

と
し
て
い
る
時
刷
こ
戈
こ
○
堅
史
的
い
に
、
手
を
ふ
れ
る
こ
と
か
で
き
な
か

な
民
族
的
、
一
国
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ｏ
っ
ぺ
帝
国
主
義
と
、
と
り
・
わ
け
イ
デ

崩
嵯
削
で
あ
り
、
過
去
に
Ｓ
？
れ
た
オ
ロ
ギ
ー
急
設
に
渡
る
解
体
の
そ
の
侭

学
齢
‐
論
の
本
質
飼
岬
体
i
M
?
y
　
M
&
1
9
P
9
9
だ
ろ
う
。
学
新
一
と

　
わ
れ
わ
れ
は
次
○
ぶ
を
大
胆
に
主
張
は
、
目
己
り
一
史
と
浙
敬
闘
争
り
歴
史

し
任
‥
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ア
ジ
ア
に
獲
士
体
り
老
専
恣
的
主
体
化
と
そ
れ
に
よ

辨
Ｊ
れ
よ
う
と
。
一
史
に
お
い
で
娠
も
ヮ
で
可
能
と
な
る
、
日
本
イ
デ
オ
ロ
ギ

嘸
く
反
帝
国
主
義
的
闘
い
を
組
ん
で
い
Ｉ
戦
線
に
対
す
る
排
嘱
と
そ
０
解
体
’
。
』

る
ア
ジ
ア
労
葬
民
衆
の
そ
○
陳
い
に
、
あ
必
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
り
こ
と
に
よ

目
ｄ
ｏ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
禰
柳
さ
れ
ね
⊇
ゐ
み
、
現
状
の
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
哨

ぱ
な
ら
な
い
と
。
、
平
和
な
時
代
に
は
ぷ
ば
べ
酸
さ
れ
る
だ
う
兄

凛
。
が
勝
別
丿
兄
『
回
心
変
革
論
』
も

　
こ
帝
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
一
一
戦
哩
ご


	page1
	"2.pdf"から挿入
	page1


